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電子ライセンス交付後に電子ライセンスの
訂正申請を行う

JAG 外為法 申請済み申請書取得
JAA 外為法 電子ライセンスの訂正申請
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ディスクトップのショートカットをクリックして、ソフトを立ち上げます

これがインストールした
NACCSパッケージソフトの

初期画面です。
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NACCSパッケージソフトから、「JAG 申請済み申請書取得」を呼び出します

利用者IDとパスワードを入力して、
「ログオン」ください。
※ログオンにより、業務メニューか
らの電子操作が可能になります。

①

②

業務メニュー最下部の＜外為法
関連業務＞の十字をクリックして
広げると、各種業務コードが選択
できます。

③

各種業務コードのうち、
「JAG 外為法 申請済み申請書
取得」をクリックください。
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訂正申請したい案件について、電子ライセンス
交付時に通知された「許可承認証等番号
（電子ライセンス番号）」又は「整理番号」を
入力ください。

「JAG 申請済み申請書取得」画面にて、
訂正したい案件の「電子ライセンス番号（許可承認証等番号）」を入力します



5

整理番号又は電子ライセンス番号を入力して、「送信」ボタンを押します

整理番号又は電子ライセンス番号
（電子ライセンス交付後）を入力後、
「送信」ボタンを押します。
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「添付ファイル」欄に、申請書（.jetファイル）が貼り付きます

「添付ファイル」欄に、申請書（.jet
ファイル）が貼り付きます。
申請書ファイルをダブルクリックすると、
申請書作成ソフトが起動し、次頁の
画面が表示されます。
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「添付ファイル」欄の申請書ファイルをダブルクリックすると申請書作成ソフトが起動
ダイアログが表示されるので、「訂正」ボタンを押します
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申請書ファイルが表示されるので、訂正が必要な項目を修正します

訂正する案件の「入力値」欄にて、
修正が必要な箇所を、申請書
ファイルに直接直してください。
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申請書を作成したら、「ファイル」メニューから「別名で保存」



10

申請書ファイルを保存したら、指定したフォ
ルダ（保存場所）に、申請書ファイルが
保存されていることをご確認ください。

訂正した申請書(.jet)ファイルの保存先を選択して、
ファイル名を入力して、「保存」ボタンを押します
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NACCS初期画面に戻り、「JAA 新規・電子ライセンスの訂正申請」を呼び出します

利用者IDとパスワードを入力して、
「ログオン」ください。
※ログオンにより、業務メニューか
らの電子操作が可能になります。

①

②

業務メニュー最下部の＜外為法
関連業務＞の十字をクリックして
広げると、各種業務コードが選択
できます。

③
各種業務コードのうち、
「JAA 外為法 新規・電子ライセ
ンスの訂正申請」をクリックください。
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「JAA 新規・電子ライセンスの訂正申請」画面にて、
「添付ファイルの追加」ボタンを押します
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訂正した申請書ファイル(.jet)の保存先フォルダから
ファイルを選択して、「開く」ボタンを押します

「開く」ボタンを押すと、JAAの画面の
「添付ファイル」欄に、当該ファイル名が
表示されます（次頁）
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「JAA 新規・電子ライセンスの訂正申請」画面にて、
「添付ファイル」欄に申請書ファイル等の申請書類が貼り付いたことを確認ください

「添付ファイル」欄に、申請書ファイル
(.jet)等の送信したい申請書類が貼
り付いていることを確認ください。

※一度に添付できるのは10MGまで。
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「申請種類番号」3桁を入力します
※訂正申請の場合、下の桁は「９」になります

「申請種類番号」の3桁は、左脇の入力
項目ガイドを参照するか、申請書ファイル
(.jet)上段に記載された番号を確認くだ
さい。
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「送信」ボタンを押します
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送信が完了すると、整理番号が表示されます

整理番号が払い出されたら、「JAP 進捗状況照会」
画面にて、当該案件が「受理待ち」のステイタスか
（「受付無効」になっていないか）をご確認ください。
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訂正申請の留意点

訂正元の原許可証が、電子申請した時に分割交付を希望していながら、分割
交付分を全て受け取っていない場合は、訂正申請できません！！

※この場合は、訂正元の原許可証を交付する審査窓口、又は電子化・効率化推進室
あてにご連絡ください。分割交付の残数がある場合、審査官にて対応します。

ライセンスが税関で仕掛かり中（申告業務に使用中）の場合は、訂正申請
できません！！

※この場合は、通関業者へご連絡いただき、申告業務（裏書事後訂正も含む。）から
当該ライセンスを解除することで、訂正申請が可能になります。

また、逆の場合、すなわち訂正申請中の案件は、税関申告業務を実施できません。
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